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　最近、「働き方改革」とか「女性活躍推進」という言葉が新聞紙上を賑わせています。法改正がな
され、うちの会社も新しい制度を導入したから大丈夫、そこで止まってしまう企業の人事部が多
いのが現実です。新たな制度を導入して、果たして、女性従業員が働きやすくなって勤続年数が長
くなり、生産性向上といった効果は表れているのだろうか、効果が表れていなければ何が原因な
のか、そこまで明らかにしている企業は少ないのではないでしょうか。秘匿性が高いことを理由
に、日本企業の人事ならびに業績、成果指標に関するデータが公にされることが少ない中、データ
を入手して、統計ならびに計量分析の手法を用いて、日本の内部労働市場の実態を解明するとと
もにPDCAサイクルのC（Check：評価）の部分を明らかにしています。今後は、A（Act：改善のため
の行動）のための提案にも注力したいと考えています。

人事データを用いた人事制度の効果と内部労働市場
の機能の解明
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働き方改革を進め、生産性を向上させるには、蓄積された人事データを活
用してPDCAサイクルを回すことも必要です。 ������ ����� ���
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